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☞　☞　９月定例会９月定例会　　採決結果採決結果
☞　☞　９月定例会　９月定例会　一般質問に７人登壇一般質問に７人登壇
☞　☞　インタビューインタビュー「かるまい町に住んでみて」「かるまい町に住んでみて」

主な内容主な内容

☞　☞　ふるさと納税ふるさと納税 ２２
　８月 23日、今年で 50 回目とな　８月 23 日、今年で 50 回目とな
る笹渡学区民運動会が、旧笹渡小る笹渡学区民運動会が、旧笹渡小
中学校グラウンドで開催されまし中学校グラウンドで開催されまし
た。園児から小・中高校生、若者、た。園児から小・中高校生、若者、
親世代やじいちゃん、ばあちゃん親世代やじいちゃん、ばあちゃん
まで幅広く参加し、終始笑顔で地まで幅広く参加し、終始笑顔で地
域の交流を深めていました。域の交流を深めていました。

今回の表紙は今回の表紙は　　

笹渡学区民運動会笹渡学区民運動会

☞　☞　ふるさと納税ふるさと納税
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特集
ふるさと納税

ふ
る
さ
と
納
税
額
は

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
３
０
０
０
万
円
弱

３
０
０
０
万
円
弱

　　
      

近
隣
の
三
戸
町
は

近
隣
の
三
戸
町
は
４
億
７
０
０
０
万
円

４
億
７
０
０
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応

援
し
た
い
町
に
寄
附
で
き

援
し
た
い
町
に
寄
附
で
き

る
制
度
で
す
。
寄
附
し
た

る
制
度
で
す
。
寄
附
し
た

金
額
に
よ
っ
て
相
応
の
税

金
額
に
よ
っ
て
相
応
の
税

の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。（
※
た
だ
し
、
そ
の

す
。（
※
た
だ
し
、
そ
の

町
に
住
民
票
が
あ
る
人
は

町
に
住
民
票
が
あ
る
人
は

返
礼
品
を
受
け
ら
れ
な
い

返
礼
品
を
受
け
ら
れ
な
い

の
が
原
則
）
町
で
は
返
礼

の
が
原
則
）
町
で
は
返
礼

品
と
し
て
、
雑
穀
な
ど
の

品
と
し
て
、
雑
穀
な
ど
の

特
産
品
や
ゴ
ル
フ
場
の
プ

特
産
品
や
ゴ
ル
フ
場
の
プ

レ
ー
利
用
券
な
ど
を
用
意

レ
ー
利
用
券
な
ど
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
７
年
度

し
て
い
ま
す
。
７
年
度

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

カ
ー
ド
決
済
や
コ
ン
ビ
ニ

カ
ー
ド
決
済
や
コ
ン
ビ
ニ

納
付
な
ど
多
様
な
納
付
形

納
付
な
ど
多
様
な
納
付
形

態
で
利
便
性
を
図
っ
た
ほ

態
で
利
便
性
を
図
っ
た
ほ

か
、
新
た
に
ふ
る
な
び
、

か
、
新
た
に
ふ
る
な
び
、

ア
マ
ゾ
ン
ふ
る
さ
と
納
税

ア
マ
ゾ
ン
ふ
る
さ
と
納
税

の
導
入
や
新
規
返
礼
品
の

の
導
入
や
新
規
返
礼
品
の

追
加
、
災
害
寄
附
等
で
自

追
加
、
災
害
寄
附
等
で
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
７
年
度

し
た
。
し
か
し
、
７
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

２
９
７
１
万
８
千
円
と
伸

２
９
７
１
万
８
千
円
と
伸

び
悩
み
状
態
で
す
。

び
悩
み
状
態
で
す
。

　

二
戸
地
区
、
近
隣
の
青

　

二
戸
地
区
、
近
隣
の
青

森
県
市
町
村
と
の
比
較
は

森
県
市
町
村
と
の
比
較
は

別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

応
援
し
た
い
町
へ
の
寄
附

応
援
し
た
い
町
へ
の
寄
附

二戸地区 金額 青森県 金額
二戸市 ２億 2,100 万円 三戸町 ４億 7,100 万円
一戸町 １億 4,300 万円 南部町 ３億 9,200 万円
軽米町 2,972 万円 八戸市 ３億 1,200 万円
九戸村 1,480 万円 五戸町 １億 8,900 万円

〈別表１〉近隣市町村との比較〈別表１〉近隣市町村との比較

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
外
の
方
が
町
を
応
援

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
外
の
方
が
町
を
応
援

し
て
く
れ
る
仕
組
み
で
す
が
、
一
番
身
近
に

し
て
く
れ
る
仕
組
み
で
す
が
、
一
番
身
近
に

変
化
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
町
で
暮
ら
す
私
た
ち

変
化
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
町
で
暮
ら
す
私
た
ち

で
す
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
が
ど
ん
な
形
で
地

で
す
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
が
ど
ん
な
形
で
地

域
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
と
、
町
の

域
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
と
、
町
の

取
り
組
み
が
ぐ
っ
と
身
近
に
な
り
ま
す
。
令

取
り
組
み
が
ぐ
っ
と
身
近
に
な
り
ま
す
。
令

和
７
年
度
、
当
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

和
７
年
度
、
当
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

１
４
４
８
件
で
２
９
７
１
万
８
千
円
。
岩
手
県

１
４
４
８
件
で
２
９
７
１
万
８
千
円
。
岩
手
県

内内
3333
市
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村
中

市
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村
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で
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。
近
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で
し
た
。
近
隣
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県

三
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は
４
億
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１
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万
円
、
南
部
町
は

三
戸
町
は
４
億
７
１
０
０
万
円
、
南
部
町
は

３
億
９
２
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
差
は
何
か
、
皆

３
億
９
２
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
差
は
何
か
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ふるさと納税パンフレット
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ぎかいの視点

　納税額アップには
　　　    官民連携が必須

　当町が伸び悩んでいるのは、何がネッ
クとなっているのか。
　町は、返礼品の基準厳格化や十分な職
員体制の確保が難しいことなどを説明し
ているが、行政単独の努力には限界があ
る。
　今こそ官民一体となり、町民は町外へ
の発信を、事業者は返礼品の工夫に努め、
みんなで関心を高めることが重要だ。
　現在の納税額 3,000 万円からの大幅な
アップに向け、議員としても何ができる
か考えていきたい。

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
使
い
道
を
、
５

つ
の
テ
ー
マ
（
自
然
・

景
観
、
暮
ら
し
の
安
全
、

産
業
、
教
育
、
地
域
づ

く
り
）
に
分
け
て
い
ま

す
。
７
年
度
の
活
用
事

業
は
別
表
２
の
と
お
り

で
、
ふ
る
さ
と
支
援
基
金

繰
入
額
は
２
３
０
０
万

円
で
す
。
活
用
の
内
容

は
、
小
中
学
校
の
学
力
向

上
や
軽
米
高
校
支
援
に

７
０
０
万
円
、
子
育
て
支

援
に
８
０
０
万
円
、そ
ば
、

え
ご
ま
生
産
等
の
農
業
振

興
に
２
５
０
万
円
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
等
に
２
５
０
万

円
な
ど
で
す
。
基
金
残
高

は
、
７
年
度
末
現
在
で
、

６
０
８
６
万
５
８
１
９
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
、
子
育
て
等
に
活
用

　

町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
過
去
５
年
間
の
推
移

は
別
表
３
の
と
お
り
で

す
。
令
和
３
年
度
が
２
１

４
６
件
の
２
４
６
９
万
４

千
円
、
４
年
度
は
２
１
９

４
件
の
３
１
５
３
万
２
千

円
で
５
年
間
で
は
過
去
最

高
額
で
す
。
５
年
度
は
２

３
０
０
件
で
最
多
で
す

が
、
金
額
は
２
９
５
３
万

８
千
円
で
減
と
な
り
ま
し

た
。
７
年
度
は
最
小
件
数

で
す
が
、
４
年
度
に
次
ぐ

金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
０
０
０
万
円
の
壁
を
超

え
る
た
め
に
も
、
返
礼
品

の
魅
力
づ
く
り
に
一
層
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

返
礼
品
の
魅
力
づ
く
り
に
努
力
を

活用事業 金額
小中学校学力向上支援員の設置 500 万円

軽米高校教育振興支援 200 万円
ピヨピヨ広場の設置 100 万円

児童クラブの開設 200 万円
子育て世帯包括支援センターめごかる活動 300 万円

乳幼児、妊産婦検診など 200 万円
そばの生産振興 100 万円

えごまの生産振興 100 万円
ホップの生産振興 50 万円

秋まつり山車団支援、観光協会補助金 250 万円
さるなし振興事業 100 万円

一人暮らし老人等の日常生活支援 100 万円
チューリップ球根の購入 50 万円

高齢者運転免許証自主返納の促進 30 万円
聖地巡礼交流推進事業（アニメファン受入れ） 20 万円

合　計 2,300 万円

年度 件数 金額
令和７年度 1,448 件 2,971 万８千円
　　６年度 2,044 件 2,950 万６千円
　　５年度 2,300 件 2,953 万８千円
　　４年度 2,194 件 3,153 万２千円
　　３年度 2,146 件 2,469 万４千円

〈別表３〉軽米町の過去５年間の推移

〈別表２〉令和７年度軽米町のふるさと納税寄附金の活用事業

軽米町 HP

ふるさと納税のページ
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９月定例会のあらまし

一般・特別会計の決算

歳入総額　８６億　  ３７６万円
歳出総額　８１億６，１４７万円

　令和７年度の一般会計と各特
別会計を合わせた歳入決算額
は 86 億 376 万円で、対予算収
入率は 93.9％（前年度 96.5％）

です。
　歳出決算額は 81 億 6,147 万
円で執行率は 89.1％（前年度
91.3％）です。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
差
引
額
（
形
式
収

支
）
は
４
億
３
９
７
８
万

円
で
、
こ
れ
か
ら
翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
４
２
６
４
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は

３
億
９
７
１
４
万
円
の
黒

字
で
す
。
ま
た
、
単
年
度

収
支
は
２
８
３
０
万
円
の

赤
字
と
な
り
、
実
質
単
年

度
収
支
は
２
７
５
２
万
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

単年度収支とは・・・

実質単年度収支とは・・・

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
質
問
に
は
７
人
が
登
壇
し
、
町
の
活
性
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
正
し
ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
12
ペ
ー
ジ
か
ら
19
ペ
ー
ジ
ま
で
）町
提
出
議
案
は
、

教
育
委
員
な
ど
人
事
案
３
件
の
他
、
財
産
の
譲
渡
、
決
算
認
定
、
補
正
予
算
、
契
約

締
結
案
計
10
件
は
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
上
山
誠
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
集

中
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

会計名 歳入決算額（A) 歳出決算額（B) 差引額（A-B)
一般会計 74 億 3,247 万円 69 億 9,268 万円 4 億 3,978 万円

特
別
会
計

国民健康保険 10 億 2,945 万円 10 億 2,695 万円 250 万円
介護保険 1,012 万円 1,012 万円 0 円

後期高齢者医療 1 億 3,172 万円 1 億 3,171 万円 1 万円
計 11 億 7,129 万円 11 億 6,878 万円 251 万円

合計　A 86 億　376 万円 81 億 6,147 万円 4 億 4,229 万円
R ６年度　B 83 億 1,560 万円 78 億 6,461 万円 4 億 5,099 万円

対前年度増減（A-B) 2 億 8,816 万円 2 億 9,686 万円 △ 870 万円

７年度の実質収支額３億 9,714 万円か

ら６年度の実質収支額４億 2,544 万円

を差し引いた額

単年度収支額 2,830 万円の赤字に財政

調整基金積立金 78 万円をプラスした額

 

一
般
会
計
の

　

 

実
質
収
支
は

　
　

  

黒
字

一人一人の

活力と思いやりが

循環するまち
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町
税
は
12
億
９
２
６
９
万
円
、
歳
入
の
17
％

　

一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
前
年
度
比
で

２
億
７
９
２
５
万
円
、３
・

９
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
自
主
財
源
で
あ
る
町

税
は
12
億
９
２
６
９
万
円

で
前
年
度
比
２
１
９
５
万

円
、
１
・
７
％
の
減
と
な

り
、
こ
れ
は
固
定
資
産
税

が
５
１
０
０
万
円
の
減
と

な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。
歳
入
全
体
の
自
主

財
源
比
率
は
31
・
７
％

と
前
年
度
よ
り
１
・
２
ポ

イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し

た
。
主
要
な
依
存
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
は

31
億
３
８
８
２
万
円
で
前

年
度
比
で
１
億
３
５
１
７

万
円
の
増
と
な
り
、
歳
入

全
体
の
42
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

【地方交付税】町の財源力に応じた国からの交付金

【国・県支出金】町が行う事業に対して国・県からの補助金

【地方消費税交付金】消費税の一部が人口等に応じて交付され

るもの

【繰入金】決算で生じた収入・支出の差額（剰余金）

【諸収入】延滞金、預金利子など

【
水
道
事
業
】

固定資産税、5.5％減
　 町 税 収 入 済 額 は 固 定 資 産 税
が ８ 億 7,313 万 円 で 町 税 全 体
の 67％を占めますが、前年度比
5,100 万円減、5.5％減となってい
ます。これは、減価償却による価
格の下落、地価の下落による評価
額の減少によるものです。

給
水
戸
数
は
２
３
２
４
戸

で
、
前
年
度
よ
り
69
戸
減

少
。

給
水
人
口
は
６
０
８
５
人

で
、
前
年
度
よ
り
１
８
９

人
減
少
。

処
理
戸
数
は
５
７
０
戸
で

前
年
度
よ
り
10
戸
増
。

処
理
人
口
は
１
３
９
３
人

で
前
年
度
よ
り
41
人
増
。

【
下
水
道
事
業
】

町税収入済額の状況
収入済額 構成比

町民税（個人） 2 億 7,306 万円 21.2％
町民税（法人） 3,623 万円 2.8％

固定資産税 8 億 7,313 万円 67.6％
軽自動車税 4,127 万円 3.2％

市町村たばこ税 6,899 万円 5.3％
合計 12 億 9,268 万円 100％

町
ちょうさいげんさいききん

債減債基金とは、町債（町の借金）の返済に使うために積み立て

るお金。町が道路や施設整備などで借りたお金を将来きちんと返せるよ

うに前もって貯めておくお金。

主な基金残高の３か年の年度別推移（一般会計）
R ５年度 R ６年度 R ７年度

財政調整基金 16 億 5,280 万円 16 億 5,287 万円 16 億 5,365 万円
町債減債基金 4 億　574 万円 6 億 1,727 万円 7 億 1,252 万円

ふるさとづくり振興基金 3 億 3,541 万円 3 億 3,542 万円 2 億 7,677 万円
ふるさと支援基金 5,064 万円 5,415 万円 6,087 万円

その他の特定目的基金 2 億 5,294 万円 4 億　183 万円 3 億 8,422 万円
合計 26 億 9,754 万円 30 億 6,154 万円 30 億 8,802 万円

町債残高の３か年度推移
R ５年度 R ６年度 R ７年度

町債年度末残高 91 億 9,326 万円 87 億 8,179 万円 84 億 1,210 万円

区　　分 収　入 支　出
企
業
会
計

水道事業
収益的収支 3 億 3,411 万円 3 億 329 万円
資本的収支 5,354 万円 2 億 7,929 万円

下水道事業
収益的収支 1 億 6,907 万円 1 億 6,807 万円
資本的収支 5,901 万円 7,168 万円

上下水道事業の収支状況

歳入
（入ってきたお金）

74 億 3,247 万円

自主財源
町で集めたお金

23 億 5,265 万円
（31.7％）

依存財源
国・県・借入金など
に頼るお金

50 億 7,982 万円
（68.3％）

一般会計　歳入



6かるまい議会だより　№ 246　2026.10.28 発行

　

効
率
的
か
つ

　
　

効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る

　

投
資
的
経
費
は
６
億
８

９
４
８
万
円
と
全
体
の

９
・
９
％
を
占
め
、
前
年

度
よ
り
１
億
６
４
９
６
万

円
（
31
・
４
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
若
者
定
住

住
宅
へ
の
着
手
や
雪
谷
川

ダ
ム
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー

ク
・
軽
米
の
メ
モ
リ
ア
ル

ブ
リ
ッ
ジ
の
床
板
張
替

改
修
工
事
な
ど
、
全
体

で
６
６
０
０
万
円
（
13
・

４
％
）
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
義
務
的
経
費
で
は

30
億
８
３
０
万
円
で
全
体

の
43
・
０
％
を
占
め
、
前

年
度
比
で
９
２
９
１
万

円
（
３
・
２
％
）
の
増
と

な
り
ま
す
。
人
件
費
で

は
、
給
与
改
定
な
ど
で
全

　

若
者
定
住
住
宅
に
着
手

体
で
４
５
１
６
万
円（
３
・

６
％
）
の
増
で
す
。
公

債
費
は
、
３
年
度
借
入

の
過
疎
債
な
ど
の
元
金

償
還
開
始
に
よ
り
全
体

で
８
５
７
４
万
円
（
９
・

７
％
）
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

７
年
度
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
69
億
９
２
６
８
万
円
で
前
年
度
比

２
億
８
８
０
１
万
円
（
４
・
３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
発
展
計
画
、

総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
対
策
に
対
応
し
な
が
ら
、
重

点
事
業
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
組
織
横
断
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

年度 R ５年度 R ６年度 R ７年度
区分 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

自主財源 24 億 8,545 万円 30.9 23 億 5,325 万円 32.9 23 億 5,264 万円 31.7
依存財源 55 億 4,739 万円 69.1 47 億 9,997 万円 67.1 50 億 7,982 万円 68.3

計 80 億 3,284 万円 100.0 71 億 5,322 万円 100.0 74 億 3,246 万円 100.0

◎一般会計自主財源及び依存財源年度別比較表（単位：％）

【義務的経費】
〈人件費〉

議員報酬や職員の給与

など

〈扶助費〉

児童手当、障がい者、

老人福祉サービスなど

〈公債費〉

借入金の償還金

【投資的経費】
〈建設事業費〉

道路整備などへの支出

【その他の経費】
〈物件費〉

旅費等、消費的な支出

〈補助費等〉

負担金や団体等への補

助金

〈繰出金〉

他会計への繰出し

　実
じっしつこうさいひひりつ

質公債費比率とは、町の借金

返済額の収入に対する割合です。数字

が大きいと財源が苦しく、新たな借金

に制限が掛かります。実質公債費比率

が 18％を超えると、地方債許可団体に

移行し、また 25％を超えると単独事業

の起債が認められなくなります。

経
けいじょうしゅうしひりつ

常収支比率とは、町の税金など、

使い道が自由な定期的な収入（経常一

般財源）に対し、人件費や公債費など

など、毎年の支払いが義務づけられて

いるお金（経常的経費）がどれだけ使

われているかを測るもので、いわば「町

のエンゲル係数」と言えます。

R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度
軽米町 85.8 87.6 89.9 92.9 95.4
県平均 88.8 91.8 92.4 93.3 -

R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度
軽米町 10.9 10.8 10.7 10.6 10.6
県平均 10.5 10.4 10.3 10.1 -

経営収支比率の年度別推移（単位：％）

実質公債費比率の年度別推移（単位：％）

一般会計　歳出
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賑
わ
い
の
創
出
と

　
　
　

交
流
人
口
の
拡
大

　

７
年
度
は
、
町
の
更
な

る
活
力
創
出
に
向
け
て
、

か
る
ま
い
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
「
宇
漢
米
館
」
を
拠

点
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
で
、
賑
わ
い
の
創

出
と
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
若
者
世

代
の
移
住
・
定
住
の
た
め

に
、
新
た
な
住
宅
団
地
の

整
備
に
向
け
た
基
本
構
想

の
策
定
や
宅
地
造
成
を
行

う
な
ど
、
町
の
魅
力
発
信

に
向
け
た
事
業
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

【農林費】
農林業等の振興や農・林道整備

などの経費

・鳥獣被害防止対策

　（被害防止対策補助３件、電気

　柵設置補助９件）　346 万円

【総務費】
一般的な事務経費や財産管理な

どの経費

《広報活動》

・広報かるまい、お知らせ版の発行

　556 万円

・かるまいテレビの運営

　2,669 万円

【民生費】
高齢者や児童など社会福祉のた

めの経費

・さわやかカップル祝金

　７組　70 万円

・すこやかベビー祝金

　18 人誕生　133 万円

【衛生費】
検診やごみ処理などの経費

・50 歳人間ドック補助等

　86 人中 40 人が利用　162 万円

・インフルエンザ、新型コロナ等の

　予防接種

　2,370 万円

【商工費】
商工業・観光振興の経費

・町商工会補助

　2,450 万円（商品券、夏祭り等補助）

・観光協会補助

　1,053 万円（イベント開催補助等）

歳出決算の
あらまし

【土木費】
町道や河川整備などの経費

・道路新設改良

　６件　１億 3,521 万円

・若者定住住宅整備事業

　6,980 万円

【消防費】
地域の安全のための消防団活動

などの経費
・小型動力ポンプ車更新

　1,551 万円

・消防団用活動服更新

　340 セット　847 万円

【教育費】
学校・生涯学習・社会教育など

の経費
・軽米高校支援　1,533 万円

・小中学校スクールバス運行

　14 路線　5,011 万円

・学校給食運営　9,715 万円

歳出
（使ったお金）

69 億 9,268 万円
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【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

収
入
未
済
額
は
４
１
６
３
万
円

県
支
出
金
が
全
体
の
76
％

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
決
算
収
支
は
、
歳
入

10
億
２
９
４
５
万
円
、
歳

出
10
億
２
６
９
５
万
円
で

形
式
収
支
、
実
質
収
支
と

も
に
２
５
０
万
円
の
黒

字
、
単
年
度
収
支
も
５
万

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
決
算
に
係
る
不

能
欠
損
額
は
５
７
９
万
円

で
、
収
入
未
済
額
は
４
１

６
３
万
円
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収

入
済
額
は
１
億
４
５
４
０

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
６

４
５
万
円
（
４
・
３
％
）

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
で
一
番
多
い
の

は
県
支
出
金
で
、
７
億
８

４
１
９
万
円
で
全
体
の

76
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
９
６
０
８
万
円
で

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議案第２号
　光ファイバーをNTTへ無償譲渡

議案第９号
　　２億６６０万円追加

議案第10号

　　野場地区消防団屯所

　　　　建築工事の請負契約

　町が整備してから 15 年が経過した光ファイ

バー設備は、今後の老朽化対策や更新に多額の

費用が見込まれるため、NTT 東日本へ無償譲渡

し、将来の町の財政負担を大幅に減らしつつ、

民間のノウハウで安定した通信環境を維持する

ものです。なお、かるまいテレビ等の行政放送

サービスは今後も町が維持します。

◎譲渡先　

NTT 東日本 ( 株 ) 宮城事業部　岩手支店

　一般会計補正予算（第３号）は、歳入歳出

それぞれ２億６６０万円を追加し、総額予算

７５億２１２５万円とするものです。

《主な補正予算》

【歳入】

・地方交付税　　１億 3,845 万円

・基金繰入金　△３億 2,912 万円

・繰越金　　　　３億 9,714 万円

【歳出】

・財政調整基金元本積立　　　　　   １億円

・町債減債基金元本積立　　　　　   １億円

・省エネ家電買換補助金　　　   １００万円

・観光パンフレット増刷　　　　   ５２万円

・修繕料

　こぶし作業所（トイレ）　  　  　２９万円

　フォリストパーク　　　  　　１３０万円

　ミルみるハウス（カーテン）　　５８万円　

　地震で被害を受けた上野場地区の消防団屯所

は、上野場と下野場の消防団が統合し、施設も

一緒にすることで協議がまとまり、旧野場小学

校跡地に建築することが決定し、工事の請負契

約が可決されました。

《工事名》

　野場地区消防団拠点施設建築工事

《契約金額》　

　8,470 万円（税込み）

《請負者》

　軽米町晴山　南建設 ( 株 )

保険給付事業

・療養費等の給付
　６億２，２７９万円

・高額療養費の給付　　　
　　　９，９０２万円

・葬祭費の給付
　　　　　６０万円
※国保世帯数と人数

　1,453 世帯、2,145 人

　　　　　　　　　　　　　　　　ミルみるハウス
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令和７年度決算　監査委員の見解「これを要望します」

　行政運営については、概ね適切に運営されていると言える。しかし、金利が上昇傾向にあり、重要な財源であ

る起債の償還が大きな負担となることも見込まれることから、近い将来、整備が見込まれるインフラの整備を支

障なく進めるためにも、一層の計画的な整備を検討いただきたい。

一層の一層の計画的な整備を計画的な整備を〔一般会計・特別会計〕〔一般会計・特別会計〕１１

３３ 機械設備の機械設備の計画的な更新を計画的な更新を〔下水道事業会計〕〔下水道事業会計〕

２２ 老朽化している施設の老朽化している施設の早期維持更新を早期維持更新を〔水道事業会計〕〔水道事業会計〕

　公共下水道の供用開始から 20 年が経過している。当該年度に行った軽米浄化センター他ストックマネジメント

計画策定業務により下水道の老朽化や耐用年数経過に伴う機械設備等の更新については、計画的に実施するよう

努めていただき、水洗化率の向上についても取り組んでいただきたい。

　水道施設の老朽化に伴う機能低下が解消されるとともに、安定供給の確保が計画的に図られている。残る老朽

化している施設についてもできる限り早期に維持更新されるよう努めていただきたい。人事面については、専門

性の高い業務に携わる職員の育成に努め、業務運営に支障が生じることのないよう、十分留意いただきたい。

認
定翌年度以降の予算編成に活か翌年度以降の予算編成に活か

すためにすために
反　対

将来の課題解決に向けた活用将来の課題解決に向けた活用
が見込まれるが見込まれる

賛　成

熊や鹿、猪対策につながる整備を求める。熊や鹿、猪対策につながる整備を求める。
江江
え さ し か し ず こえ さ し か し ず こ

刺家静子刺家静子議員議員

討
議案第３号 令和７年度一般会計歳入歳出決算の認定議案第３号 令和７年度一般会計歳入歳出決算の認定

　歳出決算において、予　歳出決算において、予
算残が多い科目が見受け算残が多い科目が見受け
られた。要因について分られた。要因について分
析が必要ではないか。森析が必要ではないか。森
林環境譲与税を活用して林環境譲与税を活用して

認
定

均等割免除で子育て支援を均等割免除で子育て支援を反　対 成果の検証・改善で課題の解決に成果の検証・改善で課題の解決に賛　成

中中
なかむらなかむら

村村　　正正
まさしま さ し

志志議員議員

議案第４号 令和７年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定議案第４号 令和７年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

　町では少子化対策として様々な支援に　町では少子化対策として様々な支援に
取り組んできたが、それに逆行するのが、取り組んできたが、それに逆行するのが、
子どもが生まれるたびに均等割が増えて子どもが生まれるたびに均等割が増えて
いる国保の制度。未就学児の均等割は、いる国保の制度。未就学児の均等割は、
国が半額免除することになったので、町国が半額免除することになったので、町
の責任で残りの半額免除も実現可能ではの責任で残りの半額免除も実現可能では
ないか。　　　　　　　江刺家静子議員ないか。　　　　　　　江刺家静子議員

なく、多面的な支援を行い、住民の満足なく、多面的な支援を行い、住民の満足
度を高める施策が求められる。度を高める施策が求められる。

　軽米町では手厚い子育　軽米町では手厚い子育
て支援を展開するが、今て支援を展開するが、今
後は成果を検証・改善し後は成果を検証・改善し
人口減少対策に繋げる必人口減少対策に繋げる必
要がある。金銭面だけで要がある。金銭面だけで

　監査委員とは・・・一言でいうと、町民の皆さまの大切な税金が、町で正しく使われているのかをチェッ

クする「町の番人」です。町長から独立した立場で、お金の使い方や町の仕事を厳しく審査しています。

結果は全て公表され、事務事業の改善に役立てられます。

　森林環境譲与税は、基金への積立が多　森林環境譲与税は、基金への積立が多
いものの、計画的な森林整備や施設改修、いものの、計画的な森林整備や施設改修、
クマ対策など、将来の課題解決に向けたクマ対策など、将来の課題解決に向けた
活用が見込まれる。目先にとらわれず、活用が見込まれる。目先にとらわれず、
中長期的な視点での効果的な活用を期待中長期的な視点での効果的な活用を期待
する。　　　　　　　　　中村正志議員する。　　　　　　　　　中村正志議員

論
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人
事
案
３
件
に
全
員
賛
成

第
23
回
臨
時
会

財
産
取
得
３
件
と
商
品
券
発
行

○
議
案
第
１
号

小
型
動
力
ポ
ン
プ

　
　
　

３
台
を
取
得

・
取
得
価
格

　

７
２
６
万
円

・
取
得
先

　

矢
巾
町
、
互
光
商
事

　
　
　
　
　
　
　
　

(

株)

・
配
備
先

　

①
１
分
団
４
部
長
倉
地
区

　

②
７
分
団
３
部
高
家
外
川

　
　

目
地
区

　

③
７
分
団
４
部
尾
田
小
松

　
　

地
区

○
議
案
第
２
号

除
雪
ド
ー
ザ

14
ｔ
級
１
台

・
取
得
金
額

　

２
６
１
３
万
６
千
円

・
取
得
先

　

一
戸
町
、
コ
マ
ツ
岩
手

(

株)

二
戸
営
業
所

・
取
得
理
由

　

老
朽
車
両
の
更
新

○
議
案
第
３
号

タ
ブ
レ
ッ
ト

　

４
１
８
台
取
得

・
取
得
価
格

　

３
６
６
９
万
２
千
40
円

・
取
得
先

　

盛
岡
市
、(

株)

リ
ー

ド
コ
ナ
ン

・
取
得
目
的

　

町
立
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
学
習
活
動
で
活
用

す
る
も
の
で
、
令
和
２
年

度
購
入
の
端
末
機
器
を
更

新
す
る
も
の
。

○
議
案
第
４
号

商
品
券
追
加
発
行

６
７
９
万
円
を
補
正

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
追
加

発
行
す
る
た
め
、
町
商
工

会
補
助
金
６
７
９
万
円
を

追
加
す
る
も
の
。
財
源

は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
。
商
品
券
発
行

は
、
当
初
の
計
画
に
今
回

新
た
に
５
千
５
０
０
セ
ッ

ト
追
加
し
、
あ
わ
せ
て

１
万
５
０
０
セ
ッ
ト
を

販
売
。
補
助
金
は
、
商

品
券
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の

５
５
０
万
円
に
印
刷
、
事

務
費
を
加
え
た
も
の
。

○
専
決
処
分
の
報
告

町
道
で
の
事
故

　

損
害
賠
償
和
解

・
損
害
賠
償
の
額

　

１
万
６
千
５
６
６
円

・
原
因

　

町
道
を
走
行
中
、
穴
ぼ

こ
で
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
。

【
教
育
委
員
】

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
】

【
人
権
擁
護
委
員
】

笹
ささやま

山　結
ゆ み お

実男さん

《再任、新井田》

任期　令和９年１月１

日から３年間

大
おおむら

村　光
みつのり

憲さん

《再任、下円子下組》

任期　令和８年９月６

日から３年間

佐
さ さ き

々木　敦
あ つ み

美さん

《再任、萩田》

任 期　 令 和 ８ 年 10 月

１日から４年間

請
願

　

１
件
を
採
択
し

　

  

意
見
書
提
出
へ

　

９
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
請
願
は
１
件
で
し

た
。
総
務
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
し
、
審
査

の
結
果
、
採
択
と
し
、
国

の
関
係
機
関
へ
の
意
見
書

提
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

◇
請
願
の
名
称

　

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
、

定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
率
２
分
の
１
の
復

元
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
請
願

※
請
願
人

　

岩
手
県
教
職
員
組
合
県
北

支
部
長　

古
関　

高
博

※
請
願
内
容

　

・
高
等
学
校
で
の
35
人
学

級
の
早
期
実
施

　

・
加
配
増
員
な
ど
、
教
職

員
定
数
改
善
の
推
移

　

・
新
規
採
用
を
持
続
的
に
、

確
保
な
ど
、
全
６
項
目

　

第
23
回
臨
時
会
が
７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
財
産
取
得
３
件
、
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

臨時会二次元

コードはこちら▼
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議会の傍聴を

次回の定例会は

12 月１日12 月１日に開催予定ですに開催予定です

　氏名と住所をご記入いただくだけで、誰でも

傍聴することができます。

　議会の傍聴は町政を知るいい機会です。

お気軽に傍聴ください。

≪９月定例会≫

採決結果を紹介
番号等 案件内容 本会議の

採決結果

同意案① 固定資産評価審査委員会の委員の選任
〔大村　光憲さん＝下円子下組〕 同　意同　意

（全員賛成）（全員賛成）
同意案② 教育委員会の委員の任命

〔佐々木　敦美さん＝萩田〕

諮問① 人権擁護委員の推薦
〔笹山　結実男さん＝新井田〕

適　任適　任
（全員賛成）（全員賛成）

議案① 軽米町認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例
〔地方自治法施行規則の一部が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの〕

可　決可　決
（全員賛成）（全員賛成）

議案②
財産の譲渡（光ファイバーケーブル及び付属整備）

〔町内における情報通信環境の安定かつ持続的な運用を図るため、町が整備した光
ファイバーケーブル及び付属整備を通信事業者へ無償譲渡するもの〕

議案③ 令和７年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 69 億 9,268 万３千円〕 認　定認　定

（賛成多数）（賛成多数）
議案④ 令和７年度軽米町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

〔歳出決算総額 10 億 2,695 万５千円〕

議案⑤ 令和７年度軽米町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額 1,012 万円〕

認　定認　定
（全員賛成）（全員賛成）

議案⑥ 令和７年度軽米町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
〔歳出決算総額１億 3,171 万２千円〕

議案⑦ 令和７年度軽米町水道会計事業会計決算の認定
〔収益的支出３億 329 万円、資本的支出２億 7,928 万７千円〕

議案⑧ 令和７年度軽米町下水道事業会計決算の認定
〔収益的支出１億 6,807 万４千円、資本的支出 7,167 万９千円〕

議案⑨ 令和８年度軽米町一般会計補正予算（第３号）
〔２億 659 万６千円を増額し、総額 75 億 2,125 万３千円〕 可　決可　決

（全員賛成）（全員賛成）
議案⑩ 野場地区消防団拠点施設建築工事の請負契約の締結

〔野場地区消防団拠点施設建築工事の請負契約を締結〕

請願陳情⑩ ゆたかな学びの実現、定数改善及び義務教育費国庫請負率２分の１の復元に係
る意見書採択を求める請願

採　択採　択
（全員賛成）（全員賛成）

発議案①
ゆたかな学びの実現、定数改善及び義務教育費国庫請負率２分の１の復元に係
る意見書

〔請願陳情⑩に関連し、政府関係機関に意見書を提出するもの〕
可　決可　決

（全員賛成）（全員賛成）
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第 24 回定例会第 24 回定例会

一般質問一般質問
　　７人が登壇  ７人が登壇  ９月４日・７日の２日間９月４日・７日の２日間

一般質問とは一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます・質問者の順番は通告した順番で行われます
・時間の制限は 60 分です・時間の制限は 60 分です

掲載されている質問・回答は要
約されています。全文は町議会
ホームページにて公開しており
ますので、ご覧ください。

　町議会ＨＰ
　二次元コード▼

・裁判の状況は
・クラブ参加への移動手段
　の確保は

・教育支援センターの状況は
・こども誰でも通園制度の利
　用は

・旧図書館・中央公民館周辺の
　今後の活用は

・猫の飼い主の義務は

・公約の進捗状況は
・町長選挙の対応について

・集落支援員制度の考えは ・空き家の区長との連携は
・移住定住へ町出身者の支援
　拡充を

田田
たなかた な か

中中　　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典
一問一答（14 ページ）一問一答（14 ページ）

田田
たむらた む ら

村村　せつ　せつ
一問一答（15 ページ）一問一答（15 ページ）

中中
なかむらなかむら

村村　　正正
まさしま さ し

志志
一問一答（18 ページ）一問一答（18 ページ）

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

一問一答（13 ページ）一問一答（13 ページ）

細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地　　多多
たもんた も ん

門門
一括質問一括答弁（16 ページ）一括質問一括答弁（16 ページ）

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　　静静
しずこし ず こ

子子
一問一答（17 ページ）一問一答（17 ページ）

・道路にはみ出している草木の対

　応は

・大雨への対応は

・工事発注の遅れ、理由は

・米生産者への町独自の支援を茶茶
ちゃやち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

一括質問一括答弁（19 ページ）一括質問一括答弁（19 ページ）

　一般質問の方式は①一括質問一括答弁方式と②一問一答方式の二通りあり、各議員の選択で行います。制限時間はどち
らも 60 分です。

①一括質問一括答弁方式　　　　議員が質問をすべて一括して質問し、その後、町長らがその質問について一括して答弁
　　　　　　　　　　　　　　を行います。質問回数は再々質問までの３回です。
②一問一答方式　　　　　　　　一つの質問事項を質問した後、町長らがその質問事項について答弁を行い、その後に次

　　　　　　　　　　　　　
　の項目を質問します。すべての質問を一問一答で行います。質問回数は無制限です。
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集落支援員に取り組まないか

他事例の研究と情報収集に努める

【
問
】　　
地
域
運
営
組
織

を
作
り
地
域
課
題

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

【
町
長
】　

地
域
運
営
組
織

と
は
、
地
域
住
民
や
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
協
力
し

て
、
そ
の
地
域
の
暮
ら
し

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

た
め
の
活
動
組
織
の
こ

と
。
背
景
に
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
で
集
落
単
位

で
の
活
動
が
出
来
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の

影
響
が
大
き
く
、
全
国
的

に
は
小
学
校
区
単
位
な

ど
、
従
来
の
町
内
会
、
行

政
区
を
超
え
た
枠
組
で
組

織
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と

伺
っ
て
い
る
。
現
在
、
89

の
行
政
区
を
設
置
し
て
い

る
が
、
世
帯
数
が
一
桁
の

行
政
区
か
ら
１
７
０
世
帯

ほ
ど
の
行
政
区
ま
で
あ

り
、
３
分
の
２
の
行
政
区

が
30
世
帯
以
下
と
な
っ
て

い
る
。
町
で
は
、
地
域
課

題
の
解
決
と
活
動
を
支
援

す
る
制
度
と
し
て
、「
行

政
区
活
動
交
付
金
」
と

「
地
域
活
動
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
設
け
、
地
域

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

「
地
域
活
性
化
支
援
事
業

費
補
助
金
」
に
つ
い
て

は
、
複
数
行
政
区
が
共
同

で
実
施
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
補
助
率
を
高
く

設
定
し
、
盆
踊
り
大
会
や

公
民
館
を
使
っ
た
交
流
活

動
、
施
設
の
維
持
修
繕
な

ど
に
活
用
い
た
だ
い
て
お

り
、
行
政
区
を
超
え
た
活

動
、
取
り
組
み
も
展
開
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
地

域
の
皆
様
が
主
体
と
な
っ

て
、
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

地
域
の
皆
様
か
ら
要
望
を

聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
組

織
化
に
向
け
た
予
算
措
置

と
、
運
営
費
や
初
期
費
用

の
助
成
等
に
つ
い
て
国
・

県
と
連
携
し
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

【
問
】　　
集
落
支
援
員
制

度
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

【
町
長
】　

集
落
支
援
員
と

は
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知

り
、
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
他
地
域
の
特

色
や
当
町
の
抱
え
る
課
題

に
精
通
し
、
地
域
の
方
々

一般質問

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
支

援
員
と
し
て
の
人
材
の
確

保
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
国
か
ら
の
地
方

交
付
税
措
置
な
ど
、
財
源

の
手
当
て
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
他
事
例
の
研

究
と
情
報
収
集
に
努
め
て

い
く
。

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

問問

町の活性化施策

町長町長

③集落のあり方についての

話し合い
・集落の現状、課題、今後のあり方

・維持・活性化策　等

②集落点検の実施
・人口・世帯数の動向

・通院・買物・共同作業の状況、農地、

森林の状況

・地域資源、集落外の人との交流、UI ター

ン、他集落との連携の状況　等

集落支援員制度とは、人口減少や高齢化が進む地方の集落を維持・活性化するために、
自治体が地域住民や外部の人材を「集落支援員」として任命し、地域の課題解決をサ
ポートしてもらう総務省の制度です　出典：総務省ウェブサイト「集落支援員について」を基に作成

①集落支援員（仮称）の設置

（集落巡回、状況把握、話し合いの支援等）

④維持・活性化に向けた

取り組み
（例）生活交通確保、見守りサービス、

伝統文化継承、特産品を生かした地域お

こし、複数部落の連携　等

①集落支援員の設置
（集落巡回・状況把握・話し合いの支援等）

一般質問
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一般質問

田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典

行政区長との連携・協力を

負担にならないよう慎重に検討

【
問
】　　
空
き
家
問
題
解

消
の
た
め
、
更
な

る
行
政
区
長
と
の
連
携
や

協
力
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】　

空
き
家
の
情
報

を
提
供
い
た
だ
き
、
共
有

を
図
る
う
え
で
は
有
効
な

手
段
と
考
え
て
い
る
が
、

区
長
に
は
地
域
と
役
場
と

の
橋
渡
し
と
し
て
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】　　
今
後
の
調
査
に

関
す
る
意
向
に
つ

い
て
伺
う
。

【
副
町
長
】　

現
在
募
集
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
、
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
人
材
を
確
保
で
き
れ

ば
、
よ
り
具
体
的
な
調
査

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
応
募
が
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
担
当
課
に
職

員
を
配
置
す
る
な
ど
し

て
、
調
査
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

【
問
】　
町
出
身
者
を
タ 

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

「
ふ
る
さ
と
移
住
定
住
」

に
関
す
る
支
援
を
拡
充
し

て
い
く
考
え
は
。

【
町
長
】　

移
住
定
住
施
策

に
つ
い
て
は
、
政
策
推
進

課
に
移
住
交
流
担
当
を
設

置
し
、
国
や
県
の
制
度
の

活
用
の
ほ
か
、
町
独
自
の

支
援
制
度
を
検
討
・
導
入

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
５
名
の
方
を
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

任
命
し
、
移
住
フ
ェ
ア
で

の
町
の
紹
介
、
移
住
希
望

者
・
体
験
者
の
方
の
町
内

案
内
等
、
き
め
細
や
か
に

対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

町
出
身
者
に
U
タ
ー
ン

い
た
だ
く
こ
と
は
、
地
域

に
と
っ
て
も
、
町
全
体
に

と
っ
て
も
非
常
に
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
も
の
と
考
え

る
。支
援
制
度
に
つ
い
て
、

ふ
る
さ
と
会
で
の
P
R

や
、
高
校
生
に
町
と
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
な
ど
、
町

出
身
者
と
の
縁
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

【
問
】　　
町
に
帰
っ
て
き

た
大
学
生
の
奨
学

金
を
免
除
す
る
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

現
在
検
討
中
で

あ
り
、
早
急
に
実
現
し
た

い
。

問問

空き家対策

町長町長

移
住
定
住

問問町
長
町
長

町
出
身
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
支
援
の
拡
充
を

町
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

町
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い

大
き
い

空き家を活用し、移住者住宅や地域交流の場を作ることで、町
の人口増加や活性化につながります

（写真はイメージ）
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田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ

通所する子どもの状況は

現時点での通所は２名

【
問
】　　
昨
年
９
月
以
降

の
支
援
セ
ン
タ
ー

に
通
所
す
る
子
ど
も
た
ち

の
状
況
は
。
ま
た
、
学
校

に
も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も

行
け
て
い
な
い
子
は
い
る

の
か
。

【
教
育
長
】　

現
時
点
で
の

通
所
は
２
名
。
一
人
は
昨

年
度
後
半
か
ら
欠
席
す
る

こ
と
な
く
通
所
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
各
教
科
に
も

意
欲
的
な
取
り
組
み
を
見

せ
て
い
る
。
新
年
度
か
ら

は
、
ほ
ぼ
毎
日
中
学
校
へ

登
校
し
、
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
や
学
級
で
の
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
も
う
一

人
は
、
通
所
し
た
際
に
は

数
学
や
英
語
、
美
術
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
に
も
支
援
セ
ン
タ
ー

に
も
行
け
て
い
な
い
子

は
、
現
在
４
名
で
あ
る
。

４
名
の
う
ち
一
人
か
ら
夏

休
み
中
に
支
援
セ
ン
タ
ー

の
見
学
を
し
た
い
と
申
込

が
あ
り
実
施
し
た
。

一般質問

【
問
】　　
保
護
者
支
援
も

必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

【
教
育
長
】　

担
任
や
適
応

指
導
の
担
当
が
家
庭
訪
問

を
行
い
、
本
人
や
保
護
者

と
の
面
談
を
実
施
し
て
い

る
。

【
問
】　
今
後
の
支
援
セ

ン
タ
ー
の
必
要
性

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
長
】　

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
か
ら
２
年
が

経
過
し
、
様
々
な
実
践
が

行
わ
れ
、
生
徒
に
良
い
成

果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
支
援
の
場
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
今
後
も
運
営

を
継
続
し
て
い
く
。

こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
の
利
用
は

登
録
及
び
利
用
実
績
な
し

登
録
及
び
利
用
実
績
な
し

問問

教育支援センター

教育長教育長

子
育
て
支
援

問問町
長
町
長

【
問
】　　
今
年
度
４
月
か

ら
実
施
さ
れ
た

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
の
利
用
実
績
は
。

【
町
長
】　

こ
れ
ま
で
登
録

及
び
利
用
実
績
な
し
。
要

因
と
し
て
、
子
ど
も
の
多

く
は
一
歳
前
後
で
保
育
施

設
へ
入
園
す
る
た
め
、
利

用
対
象
者
が
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
対
象
と
な
る
家
庭
の

ニ
ー
ズ
や
状
況
を
把
握

し
、
周
知
方
法
や
利
用
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】　　
中
学
生
が
自
転

車
で
走
行
中
、
道

路
で
危
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
い
う
。
安
全
の
た
め

に
も
道
路
整
備
を
。

【
町
長
】　

管
理
者
で
あ
る

教育支援センターは、子どもに
と っ て 安 心 す る 居 場 所 と な り、
人との関わり方を練習する場所
になります

正しいルールを知り、守ること
が、大切な命を守る第一歩です

県
北
広
域
振
興
局
二
戸
土

木
セ
ン
タ
ー
や
行
政
区
長

な
ど
と
情
報
共
有
し
、
道

路
利
用
者
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
く
。

【
問
】　
自
転
車
走
行
す

る
側
も
き
ち
ん
と

マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
課

さ
れ
て
い
る
。
自
転
車
走

行
に
対
し
て
学
校
側
の
指

導
は
。

【
教
育
長
】　

毎
年
４
月
に

交
通
安
全
教
室
を
実
施
。

今
後
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

を
促
し
て
い
く
。
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一般質問

細細
ほ そ や ちほ そ や ち

谷地谷地　　多多
た も んた も ん

門門

公約の進捗状況は
実現可能な方策を再度検討

【
問
】　　
町
長
は
、
公
約

の
中
の
一
つ
に
地

域
新
電
力
会
社
の
創
設
に

よ
る
各
家
庭
電
力
使
用
料

の
10
％
以
上
の
軽
減
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用
し

た
大
規
模
園
芸
施
設
の
誘

致
等
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
推
進
の
進
捗

状
況
、
現
状
は
。

【
町
長
】　

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
推
進
に
よ
る

町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

国
の
進
め
る
事
業
を
活
用

す
る
た
め
脱
炭
素
先
行
地

域
へ
の
選
定
を
目
指
し
進

め
て
い
た
が
、
補
助
事
業

の
採
択
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
の
脱
炭
素
社
会

の
実
現
、
持
続
可
能
な
町

づ
く
り
に
は
必
要
な
施
策

で
あ
り
、
引
き
続
き
実
現

可
能
な
方
策
を
検
討
し
て

い
る
。
大
規
模
園
芸
施
設

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
を

活
用
し
、
ト
マ
ト
、
パ
プ

リ
カ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
栽

培
を
目
指
し
て
、
宮
城
県

で
大
規
模
園
芸
施
設
を
経

営
す
る
事
業
者
と
協
議
を

進
め
て
い
た
が
、
当
初
見

込
ん
で
い
た
事
業
費
を
大

き
く
上
回
る
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
は
、
事
業
の
見

直
し
、
再
検
討
を
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
町
と

し
て
は
、
継
続
し
て
協
議

を
重
ね
て
お
り
、
当
町
の

冷
涼
な
気
候
風
土
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町

と
し
て
の
特
徴
も
P
R

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い

く
。

【
問
】　　
６
項
目
程
に
渡

る
公
約
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】　

お
お
む
ね
達
成

し
た
項
目
、
現
在
進
め
て

い
る
の
も
、
ま
だ
成
果
と

し
て
見
え
て
い
な
い
事
項

も
あ
る
が
、
こ
の
３
年
半

の
間
、
一
つ
一
つ
着
実
に

町
政
を
進
め
て
き
た
。
現

任
期
中
の
町
政
運
営
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
に
評
価
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
、
公

約
の
達
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】　　
来
年
の
任
期
満

了
に
伴
う
町
長
選

挙
に
つ
い
て
今
後
の
対
応

姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

現
在
は
、
残
さ

れ
た
任
期
を
全
身
全
霊
で

ま
い
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
然
る
べ
き
時
期

に
適
切
に
判
断
し
て
い

く
。

【
問
】　
今
後
の
理
想
の

町
づ
く
り
へ
の
熱

い
思
い
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】　

６
期
目
の
公
約

達
成
に
向
け
、
宇
漢
米
館

の
経
済
効
果
波
及
や
コ
ス

ト
高
・
後
継
者
不
足
に
直

面
す
る
農
業
へ
の
対
策

と
、
物
価
高
騰
下
に
お
け

る
健
全
な
財
政
運
営
を
成

立
さ
せ
、
適
切
な
時
期
に

自
ら
の
考
え
を
示
し
た

い
。

問問

まちづくり

町長町長

来
春
の
町
長
選
挙

問問町
長
町
長

今
後
の

対
応
姿
勢
の
考
え
は

然
る
べ
き
時
期
に
適
切
に
判
断

然
る
べ
き
時
期
に
適
切
に
判
断

大規模園芸施設の誘致により、周年・安定
生産が実現されます



17 かるまい議会だより〔令和８年９月定例会号〕

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　　静静
し ず こし ず こ

子子

旧図書館・旧中央公民館
　　　周辺の今後の活用は

施設ごとに解体または
　　　　　　　維持存続を検討

【
問
】　　
旧
図
書
館
な
ど

の
建
物
と
、
そ
の

周
辺
は「
語
ら
い
の
広
場
」

と
名
づ
け
ら
れ
、「
三
笠

宮
御
手
植
え
の
松
」
な
ど

一
体
的
に
整
備
さ
れ
た
も

の
。
屋
根
の
塗
装
な
ど
管

理
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】　

所
管
は
総
務

課
、
維
持
管
理
は
教
育
委

員
会
が
担
当
。
定
期
的
な

巡
回
に
よ
る
周
辺
の
樹
木

の
剪
定
や
施
設
外
観
の
点

検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

旧
図
書
館
と
旧
中
央
公
民

館
は
老
朽
化
に
伴
い
解
体

を
基
本
と
し
て
い
る
。

【
問
】　　
旧
図
書
館
や
歴

史
的
建
造
物
と
し

て
曳
舞
移
設
し
た
土
蔵
と

レ
ン
ガ
書
庫
は
町
中
心
部

に
あ
る
。
外
の
公
衆
ト
イ

レ
を
水
洗
化
し
て
、
こ
の

地
域
を
観
光
に
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

公
衆
ト
イ
レ
水

洗
化
は
周
辺
の
利
活
用
の

一般質問

方
針
に
沿
っ
て
対
応
を
考

え
た
い
。
公
共
施
設
管
理

計
画
の
中
で
、
町
民
か
ら

意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
聞

く
機
会
も
設
け
た
い
。

【
問
】　
旧
中
央
公
民
館

内
の
ト
イ
レ
を
公

衆
ト
イ
レ
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】　

防
犯
面
、
安
全

管
理
に
懸
念
が
あ
り
、
維

持
費
用
も
発
生
す
る
こ
と

か
ら
活
用
は
考
え
て
い
な

い
。

【
問
】　　
猫
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
の
飼
い
主
の
義
務
に
つ

い
て
。

【
町
長
】　

猫
に
は
犬
の
よ

う
な
登
録
や
予
防
注
射
と

い
っ
た
法
律
上
の
義
務
は

な
い
。
飼
い
主
は
屋
内
飼

養
、
首
輪
や
名
札
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
等
に
よ
り
所

有
者
が
明
ら
か
と
な
る
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る

こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

【
問
】　
野
良
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
。

【
町
長
】　

国
・
県
・
当
町

で
も
制
度
は
設
け
ら
れ
て

い
な
い
。
住
民
生
活
へ
の

影
響
が
拡
大
す
る
場
合
、

飼
い
主
の
義
務
は

法
律
上
の
義
務
は
な
し

法
律
上
の
義
務
は
な
し

対
応
を
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
。

【
問
】　
地
域
猫
の
取
り

組
み
は
。

【
町
長
】　

地
域
猫
は
住
民

と
ル
ー
ル
に
基
づ
き
管
理

し
て
い
く
も
の
で
、不
妊
・

去
勢
手
術
や
、
給
餌
、
ト

イ
レ
の
世
話
な
ど
継
続
的

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
は
、
二
戸
保
健

所
と
連
携
し
な
が
ら
実
態

把
握
に
努
め
た
い
。

問問

公共施設の管理

町長町長

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
対
応

問問町
長
町
長

住民間のトラブルを防ぐため、適切な対策
を取ることが大切です

住民の声を反映し、地域のニーズに合った活用が必要です
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一般質問

裁判の状況は
次回には裁判所の考え方が
示されるものと期待している

【
問
】　　
町
が
県
に
損
害

賠
償
を
求
め
て
い

る
訴
訟
裁
判
の
状
況
は
。

【
町
長
】　
８
月
６
日
開
催

の
第
20
回
期
日
で
次
回
は

10
月
22
日
と
さ
れ
た
。
現

段
階
で
、
被
告
（
県
）
か

ら
の
反
論
の
予
定
は
な
い

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
次

回
は
こ
れ
ま
で
の
双
方
の

主
張
を
踏
ま
え
た
裁
判
所

の
考
え
方
が
示
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】　
結
果
次
第
で
は

弁
護
士
費
用
が
多

額
の
負
担
に
な
ら
な
い

か
。

【
町
長
】　

現
時
点
で
は
、

当
初
以
上
の
費
用
の
請
求

【
問
】　　
休
日
や
夜
等
の

移
動
手
段
の
確
保

は
。

【
教
育
長
】　
国
で
は
受
益

者
負
担
が
原
則
で
あ
り
、

町
と
し
て
の
具
体
的
な
検

討
は
行
っ
て
い
な
い
。
基

本
的
に
は
保
護
者
送
迎
が

中
心
と
考
え
る
が
、
地
域

ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
で
家
庭

の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
受

益
者
負
担
と
公
的
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
も
検
討
し
な
が

ら
、
生
徒
が
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】　
活
動
費
や
遠
征

費
な
ど
の
財
政
支

援
は
。

【
教
育
長
】　

中
学
校
の
部

ク
ラ
ブ
参
加
へ
の
移
動
手
段
の
確
保
は

活
動
に
参
加
で
き
る
支
援
体
制
を
検
討
す
べ
き
と
認
識

活
動
に
参
加
で
き
る
支
援
体
制
を
検
討
す
べ
き
と
認
識

中中
なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志

活
動
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
県
大
会
で
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
手
配
し
、
東
北

大
会
以
上
で
は
遠
征
費
の

半
額
程
度
を
補
助
し
て
い

る
。
今
後
、
地
域
展
開
が

進
み
、
活
動
形
態
が
変
更

と
な
っ
て
も
継
続
で
き
な

い
か
、
国
や
県
の
動
向
、

他
市
町
村
の
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問問

損害賠償訴訟裁判

町長町長

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開

問問教
育
長

教
育
長

は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
弁
護
士
と
の
委

託
契
約
は
着
手
金
と
損
害

賠
償
額
な
ど
に
応
じ
た
報

奨
金
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
最
終
的
に
町
が
ど
れ

だ
け
の
損
害
賠
償
を
受
け

る
か
に
よ
っ
て
費
用
も
大

き
く
変
わ
る
。

【
問
】　
町
長
の
責
任
と

し
て
、
任
期
中
に

裁
判
を
終
結
す
べ
き
と
思

う
が
。

【
町
長
】　

弁
護
士
費
用
へ

の
影
響
や
任
期
内
の
終
結

な
ど
を
念
頭
に
、
安
易
に

妥
協
点
を
探
る
の
で
は
な

く
、
主
張
す
べ
き
点
は

し
っ
か
り
示
し
な
が
ら
、

裁
判
所
の
判
断
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
理
解
を
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

【
問
】　
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
町
長
】　

次
回
は
10
月
22

日
開
催
予
定
だ
が
、
そ
の

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
は
見

通
し
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。

宇漢米館がイベントで賑わう一方で、未だ
抱える裁判の早期解決が望まれます
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一般質問

道路にはみ出している
草木の対応は

伐採や草刈り等の作業を実施

【
問
】　　
道
路
へ
は
み
出

し
て
い
る
草
・
木

の
枝
等
へ
の
対
応
は
。

【
町
長
】　

町
道
に
つ
い
て

は
、
伐
採
や
草
刈
り
等
の

作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
草
刈
用
ト
ラ
ク

タ
ー
の
導
入
や
、
適
切
な

草
木
の
管
理
に
つ
い
て
の

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

【
問
】　　
な
ぜ
こ
こ
ま
で

発
注
予
定
工
事
の

入
札
が
遅
れ
て
い
る
の

か
。発
注
の
確
実
な
時
期
・

計
画
の
予
定
に
つ
い
て
伺

う
。

【
副
町
長
】　

町
村
で
は
、

技
術
者
の
確
保
が
大
き
な

工
事
発
注
の
遅
れ
、

理
由
は

技
術
者
の
確
保
が
課
題

技
術
者
の
確
保
が
課
題

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
当

町
に
お
い
て
も
募
集
に
対

し
応
募
が
な
い
状
況
で
あ

る
。
正
確
な
時
期
を
明
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
早
期
に
発
注
で
き
る

よ
う
担
当
課
に
指
示
し
、

進
め
て
い
る
。

問問

住環境・インフラ整備

町長町長

令
和
８
年
度
予
定
工
事

問問副
長
長

副
長
長

【
問
】　　
米
の
生
産
者
米

価
が
下
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
町

の
対
応
は
。

【
町
長
】　

農
業
者
の
経
営

継
続
を
下
支
え
す
る
た

め
、
中
長
期
的
な
生
産
コ

町
独
自
の
支
援
を

具
体
的
な
対
応
を
検
討

具
体
的
な
対
応
を
検
討

ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
。
関
係
機
関
や
J
A

と
連
携
し
、
農
家
個
々
の

経
営
状
況
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
相
談
体
制

を
強
化
し
て
い
く
。

米
生
産
農
家
へ
の
支
援

問問町
長
町
長

大
雨
へ
の
対
応
は

雨
水
排
水
計
画
の
見
直
し
を
検
討

雨
水
排
水
計
画
の
見
直
し
を
検
討

令
和
８
年
８
月
千
葉
豪
雨
災
害

問問町
長
町
長

【
問
】　　
雪
谷
川
で
発
生

し
て
い
る
中
州
や

砂
利
の
堆
積
へ
の
対
応
、

大
雨
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

管
理
者
で
あ
る

県
に
対
し
、
河
川
断
面
を

確
保
す
る
た
め
の
堆
積
土

砂
の
撤
去
及
び
伐
採
除
去

に
つ
い
て
継
続
し
て
要
望

を
行
っ
て
お
り
、
県
で
は

状
況
を
確
認
し
順
次
堆
積

土
砂
の
掘
削
等
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

【
問
】　　
県
道
二
戸
軽
米

線
の
道
路
整
備
工

事
に
よ
り
、
大
雨
の
際
に

交
差
点
付
近
で
雨
水
が
溢

れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
対
応
は
。

【
町
長
】　

大
雨
が
降
っ
た

場
合
に
は
、
交
差
点
付
近

に
は
、
他
の
路
線
か
ら
も

雨
水
が
流
入
す
る
こ
と
で

雨
水
が
溢
れ
だ
す
こ
と
は

十
分
想
定
さ
れ
る
。
全
体

的
な
雨
水
排
水
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

見通しが悪化し事故に繫がる
危 険 が あ り ま す（ 写 真 は イ
メージ）
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14 年続く
　　軽米病院軽米病院環境整備活動環境整備活動

　

町
政
調
査
会
（
茶
屋
隆
会

　

町
政
調
査
会
（
茶
屋
隆
会

長
）
は
７
月

長
）
は
７
月
1111
日
、
県
立
軽
米

日
、
県
立
軽
米

病
院
の
環
境
整
備
活
動
を
行
い

病
院
の
環
境
整
備
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
で

ま
し
た
。
今
年
で
1414
年
目
と
な

年
目
と
な

り
ま
す
。
町
議
会
議
員
９
名
の

り
ま
す
。
町
議
会
議
員
９
名
の

ほ
か
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

ほ
か
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
、
職
員
の
皆
様
に

タ
ー
の
会
員
、
職
員
の
皆
様
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
協
働
で

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
協
働
で

作
業
を
展
開
。
花
壇
の
除
草
を

作
業
を
展
開
。
花
壇
の
除
草
を

は
じ
め
、
周
辺
の
草
刈
り
、
樹

は
じ
め
、
周
辺
の
草
刈
り
、
樹

木
の
剪
定
な
ど
に
汗
を
流
し
ま

木
の
剪
定
な
ど
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
作
業
後
は
見
通
し
も
良

し
た
。
作
業
後
は
見
通
し
も
良

く
な
り
、
大
変
き
れ
い
に
な
り

く
な
り
、
大
変
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
来
院
さ
れ
る
方
々
が

ま
し
た
。
来
院
さ
れ
る
方
々
が

気
持
ち
よ
く
安
心
し
て
利
用
で

気
持
ち
よ
く
安
心
し
て
利
用
で

き
る
美
し
い
景
観
と
、
安
全
な

き
る
美
し
い
景
観
と
、
安
全
な

環
境
確
保
の
た
め
、
今
後
も
力

環
境
確
保
の
た
め
、
今
後
も
力

を
合
わ
せ
て
活
動
を
継
続
し
て

を
合
わ
せ
て
活
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

議員９人議員９人
秋まつり秋まつり軽米音頭流し踊り軽米音頭流し踊りに参加に参加

　

９
月

　

９
月
2020
日
、
軽
米
秋
ま
つ
り

日
、
軽
米
秋
ま
つ
り

中
日
に
開
催
さ
れ
た
軽
米
音
頭

中
日
に
開
催
さ
れ
た
軽
米
音
頭

流
し
踊
り
に
、
議
員
９
人
が
参

流
し
踊
り
に
、
議
員
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
町
役
場
職
員
と

加
し
ま
し
た
。
町
役
場
職
員
と

共
に
総
勢

共
に
総
勢
6060
人
で
、
地
域
の
皆

人
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
町

さ
ん
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
町

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
祭
り

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
祭
り

を
通
し
て
、
地
域
の
方
々
と
の

を
通
し
て
、
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
町

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
町

の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
の
魅

の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
の
魅

力
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な

力
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
行
事

り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
行
事

へ
の
参
加
を
通
じ
、
地
域
と
の

へ
の
参
加
を
通
じ
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
努
め

ら
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

９月 20 日の流し踊りに議員９人が参加しました

町政調査会の活動報告

議員９人のほか、シルバー人材センターの会員、職員の皆様
に協力いただき環境整備に努めました

Before

After

細やかな植木の剪定から、地面に落ちた草等の回収まで、
全員で徹底して行いました
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　　　議会だより懇談会　　　議会だより懇談会

　　　　　　　円子、山内で開催　　　　　　　円子、山内で開催
　町議会、議会報編集常任委員会では、５月に引き続き議会だより懇談会を開催しました。町民の皆さ

まとの懇談を通じて、議会だよりの役割を見つめ直し、町民のニーズに応え、より分かりやすく親しみ

やすい議会だよりの編集に取り組むこととしています。

　懇談会は、８月 26 日（水）に円子地区交流センター、27 日（木）に山内地区交流センターで開催し、

計８人が参加しました。懇談会では、町や議会に対するさまざまな意見や要望が出されました。人口減

少対策については、視察で得た知見を生かし、良い施策を取り入れてほしいとの意見や、町の活性化に

向けた第一次産業への支援を求める声がありました。また、鳥獣被害対策のほか、かるまいテレビのユー

チューブ配信、町の魅力を発信して移住者を増やすための取り組み、企業から利用目的を指定した寄付

を受け入れる仕組みなど、幅広い意見や要望が寄せられました。

　今回いただいた貴重な意見を今後の議会だよりの編集に活かし、町民の皆さまに議会の活動や町政に

ついて、より分かりやすくお伝えできる紙面づくりに努めています。

【円子地区交流センター】

【山内地区交流センター】

議会報編集常任委員会議会報編集常任委員会
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議員管外視察研修報告

　町議会では、議会の活性化と資質向上を図るとともに、議員としての企画・立案能力を高め、

町政の発展と住民福祉の増進に寄与することを目的に、各地の先進事例を視察研修しました。

視野を広げ、今後の政策提言に活かすための現地調査の概要について報告します。

○実施期間　令和８年７月 21 日（火）～ 24 日（金）
○研修場所　福岡県、佐賀県
○テーマ　　移住・定住に関する事業について

田中祐典議員
　NPO で の 空 き 家 バ

ンク、最新デジタル技

術を駆使した有害鳥獣

対策の取り組みも参考

になった。

上山誠議員
　廃校となった小学校を地域交流や子育て支援の拠点

に再生。計画的な地域おこし協力隊の採用や集落支援

員の活用で財源を確保し、空き家や鳥獣被害などの地

域課題の解決と活性化を進めており、当町でも導入す

べき施策であると思った。

江刺家静子議員
　協力隊が法人を設立し、特別交付税を活用して移住

相談や交流事業を町から受託する。隊員の個人スキ

ルを活かした体験イベントは新たな人の流れを作り、

ずっと住む住民には気づかない町の魅力発信につなが

ると感じた。

茶屋隆議員
　「集落支援員制度（特別交付税）」

を活用し、協力隊 OB が立ち上げた

一般社団法人に業務委託。財政負担

を抑えつつ専門人材を確保。今後、

軽米町も官・民が連携し、事務・事

業を進めるべきと感じた。

本田秀一議員
　協力隊 OB が法人を設立、代表となり民間法

人と連携し集落の維持・活性化に向けた取組や

サポートを行っていた。民間法人による移住・

空き家相談への集落支援員の活用や、子育て支

援制度のパンフレットを作成し周知を図るな

ど、環境が充実した町だと感じた。

 香
か わ ら ま ち

春町
　福岡県筑豊地域の香春町（人口約 9,200 人）は万

葉集にも登場する歴史を持ち、かつて銅の産地とし

て栄えた里山の町。同町は民間団体「一般社団法人

カワラカケル」と官民連携化移住定住・空き家対策

を展開。同団体は JR 採銅所駅公舎に「移住・空き

家相談室」を構え、実際の移住者が相談員となって

ワンストップで対応。物件開拓からリノベーション

紹介ツアーまで一貫して担い実績を上げている。

福岡県香春町、佐賀県大町町、基山町を視察
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 基
きやまちょう

山町
　佐賀県東端の基山町（人口約１万 7,500 人）は、

博多駅まで快速約 22 分という利便性と豊かな自然

を両立した町。665 年築城の日本最古級の朝鮮式山

城「基
きじょうあと

肄跡」の歴史を生かした施策等により近年も

転入超過を達成している。若者への住宅取得補助や、

大学生と連携した空き家の利活用（移住体験住宅）、

保育園と子育て広場を併設した複合施設の整備な

ど、定住・子育て環境づくりを進めている。

 大
おおまちちょう

町 町
　佐賀県中心部の大町町（人口約 5,700 人）は県内

最小のコンパクトな町。かつては九州有数の炭鉱の

町として栄え、現在は「小さいけど、大まち」を掲

げた町づくりを進めている。移住定住支援では、県

内トップの手厚い助成制度が特徴。新築最大 100 万

円の定住奨励金や、中学生以下の子どもの転入数に

応じた加算・給付措置、民間賃貸住宅への家賃補助

など、若者・子育て世帯の誘致を力強く展開。限ら

れた面積の中に生活機能がまとまった町ならではの、

網羅的かつスピード感のある定住促進・子育て支援

となっている。

西舘徳松議員
　「子育て支援」と「住宅施策」を過去 10 年間で国の

補助金を 40 億円確保。過去の人口減少から６年連続

の人口増、５年連続の税収増を達成という現実的かつ

効果が際立っていた。

細谷地多門議員
　人を増やしたり、移住者を増やしたりするためには、

それなりのお金と努力と活動、行動が必要。特に子育

て支援と住宅の両輪、働く場所の確保等バランスを取

らないとなかなか成功が難しいと改めて感じた。

中村正志議員
　移住定住、子育て支援は、競争力でいかに成果を挙

げられるかがカギとなろう。交通アクセスや田舎暮ら

しなどの良さをＰＲし、成果を出しており、参考にな

るところが多かった。私たちも、今一度、我がまちを

見つめ直し、町自慢を町民総出でＰＲできる体制づく

りを求めていきたい。

松浦満雄議員
　議員間討議の重要性を改めて感じた。政策の質が向上

し、より良い条例が生まれる。議会の「見える化」が進

み、住民の信頼が高まる。行政（町長・職員）に対する

監視・チェック機能が強まる。少人数議会ならではの「機

動性と熟議」が両立する。議員個人の資質と能力が向上

する。次期改選後から当町議会も定数 10 人となる。議

員間討議は小規模議会が抱える「形骸化」や「なり手不

足による機能低下」を解決するための強力な武器になる

と感じた。

田村せつ議員
　子育て支援は、「出生祝金第３子以降 40 万円～」「新

生活サポート応援金の迅速給付」「在宅こども保育支援

金の支給による公平性の確保」などなど、常に相手の

ことを考えた思いきった手厚いもの。メリハリのある

給付策は大いに参考になった。
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人
事
異
動
で
軽
米
へ

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

令
和
７
年
度
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
小
軽
米
小
学
校
に
着
任

し
、
今
年
で
２
年
目
と
な
り
ま

し
た
。

　

目
に
よ
し

　
　
　

舌
に
よ
し

　
　
　
　
　

心
に
よ
し

☟
軽
米
町
の
印
象
は
？

　
「
目
に
よ
し
、
舌
に
よ
し
、

心
に
よ
し
」
の
町
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
風
景
の
美
し

さ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

本
校
か
ら
見
え
る
四
季
折
々
の

景
色
に
、
思
わ
ず
見
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
食
べ
物
も
美
味
し
く
、
軽

米
産
の
お
米
は
絶
品
で
す
。
関

東
に
住
む
親
戚
に
も
送
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
や
町
の

皆
様
に
い
つ
も
温
か
く
見
守
ら

れ
、
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
町
か
ら
は
、
給
食
費
の
無

償
化
、
校
外
学
習
に
お
け
る
バ

ス
支
援
等
、
教
育
活
動
推
進
の

た
め
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
安
心

し
て
職
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　

教
育
環
境
の
更
な
る
充
実
を

☟
軽
米
町
に
望
む
こ
と
は
？

　

本
校
は
、「
あ
か
る
い
子
・

げ
ん
き
な
子
・
か
し
こ
い
子
」

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、
ご
家

庭
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
も
町
か
ら
様
々
な
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
夏
の
暑
さ
の
影
響
を
考

え
る
と
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
家
庭
科
室
で
の
調

理
実
習
等
は
、
児
童
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
環
境

の
さ
ら
な
る
改
善
・
充
実
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
修
学
旅
行
等
で
、
人
数
に

よ
り
費
用
が
変
動
す
る
費
目
も

あ
り
、
負
担
が
大
き
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

差
を
軽
減
す
る
支
援
も
検
討
い

た
だ
け
た
ら
大
変
あ
り
が
た
い

で
す
。

　このコーナーの出演者を募集しています。主に町外
から軽米町に来られた方で、町への提言、思いなどを
お寄せください。自薦・他薦は問いません。
　議会事務局又はお近くの町議会議員までお問い合せ
ください。
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